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現代中国語におけるいわゆる

「補語Jについて

山下輝彦

(1) 

§ 1. 《漢語教科書》では，中国語における「補語」は「動詞や形容詞の意味を補

う要素」と定義されている。機能からいうと一般に動詞や形容詞を補って意味を明

確にするのが副詞であるが，中国語では動詞，形容詞またはそれらの相当句，ある

いは短文を連接させて中心語である動詞や形容詞の意味を補うことができる。《漢

語教科書》（以下《教科書》と略称する）ではこれを「補語Jと称しているが，

「補語」は，簡単な手続きによって複雑な意味を簡潔に表わす手段であって，いわば

中国語の表現を豊かにする，きわめて重要な部分であるといえよう。例えば，

①我把他説突了。 Wる 凶 tashuδku le. （私は彼が泣きだすまで彼を叱った）

で動詞「説Jshuo に動調「突」 kii を連接するだけで，く彼が泣きだすまで、叱っ

た＞という意味の複合的表現が達成されており， 「突Jkiiが《教科書》のいう

補語に相当するが， このような文法手続は不変化語である中国語のもっとも大きな

特徴の一つであると考えられる。

しかしながら「補語」の定義及び内容は中国の文法書によって一定しているわけ

ではない。そこで小稿では，文法諸家の「補語」の扱い方を比較検討し，それによ

って筆者の考えを明らかにするとともに，「動補構造」とそれに関係の深い「把J字

句との関連について考えてみたいと思う。

§ 2. 《教科書》では「補語Jを「結果補語」， 「程度補語J, 「方向補語」，「可能

補語」及び「その他の補語」の五つに分類し，それぞれをつぎのように定義してい

る。

1. 結果補語

②我要学好中文。 Woyao xueh通oZhongwen. （私は中国語をマスターし
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たい一一学習して，その結果習得したい一一）

一一「動調のあとにあって，動作の結果を補足説明する。」

2. 程度補語

③他来得早。 Talai de zao. （彼は来るのが早い）

④屋子里熱得穿不住棉衣服。 Wuzilirede chuanbuzhu mi知 yifu.（部屋の

中は綿入の服が着られない程暑い）

一一「ある動作がどの程度に達したか， またはどういう結果になったかを

言い表わそうとするときは，動詞のあとに程度を表わす補語をつけく

わえる」

3. 方向補語

⑤先生遊教室来了。 Xianshengjm jiaoshl lai le. （先生は教室に入ってきた）

⑥地肌宿舎里胞出去了。 Tac6ng susheli 凶ochilqu le. （彼女は寄宿舎か

ら走って出ていった）

一一「動詞の 1来II lai と引去H quは，述語として用いられるほか，しば

しば補語としても用いられる。……これを方向補語とし、う。」

4. 可能補語

⑦惚記得住逮些詞的意思鳴？ Ni jidezhu zh色xiec1 de yisi ma. （あなた

はこれらの単語の意味が覚えられますか）

⑧那十同志是嚇国人，郎看得出来日露？ Nage t6ngzhi shi n溢gu紅白， ni

kan de chulai ma. （あの人はどこの国の人なのかあなたは見てわかります

か）

一一「可能や願望を表わす動詞のほかに，可能補語によっても，可能を表

わすことができる。とくに動詞が結果や方向を表わす補語を伴なって

いるときは，可能や願望を表わす動詞を使用するよりも，可能を表わ

す補語を使用するほうが，より中国語の習慣にあっている。可能を表

わす補語は，結果や方向を表わす補語の前に，造句助調の u得H をお

いて構成する。」

5. その他の補語

⑨我毎天徳司笈音捺ヨ半小肘。 Wo mるitianlianxi fayin lian xi ban 

xi通oshL （私は毎日30分発音の練習をする）
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一一この「補語」には，動作の量を表わすものなどが含まれ，ほかの四種

とは，いささか異なっている。

(2) 

§3. 繋錦照の《新著国語文法》には，「補足語」という用語がある。しかしこれ

は《教科書》でいう「補語」に相当するものではない。例えばつぎの例文におけ

る「労劫者」 laodongzheや「披告Jbaogaoを指すのである。

A.工人是芳劫者。 Gδngrenshi laodongzhe. （労働者は働く者である）

B.工人請我fh披告。 Gongrenqing women baogao. （労働者は私たちに講

演を依頼した）

つまりいわゆる伝統文法における complementの概念に相当するものであって，

「補語」ではない。

Aは《教科書》では「体言述語文」に分類され， Bは《教科書》の「兼語式」

に当る文型である。《教科書》でいう「補語」は寧ろ本書の「後置副調性附加語」

に近い。家錦照は「副詞性附加語」を「直接附加するもの」と「介詞『得』 de で

つなぐものJとに分類している。 「直接附加するもの」の中には，次のような例文

がある。

⑩不好了／ 来摘印了／ Bu h託ole/ Lai zhai yin le/ （まずいことに

なった，く彼らがわれわれを〉臓にしにきた）

これは《教科書》では「連動式」に分類されている。

また「介詞「得』でつなぐものJを繋錦照はさらにつぎのように細かく分類して

いる。

(1) 副調へつづくもの，例えば

⑪逮↑法却定「得J不好。 Zhをgef溢quedlngde bu hao. （このやりかたは

まずかった）

( 2) 副詞句へつづくもの，例えば

⑫逮也説「得」有理。 Zhらy益shuδdeyouli. （このいい方にも一理ある）

( 3) 副調文へつづくもの，例えば

⑮一陣怪凡制「的」樹木都関照的H向。 Yizhenguaifeng, guade shUmu dδu 

sδusδude xi加 g.（怪しげな風が木にざわざわと音をたてさせながら吹いた）

この「介詞「得』でつなぐもの」は《教科書》の「程度補語」と一致するよう

である。
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(3) 

§4. 王力の《中国語法綱要》では「我来得不巧了」 WoIaide bu qi丞ole. （私

はまずいときに来てしまった）のような構造をもっ文章を「逓繋式」という。王力

の説明によれば，この文では，「我来」 wるlaiが叙述句で， 「来的不巧」 Iaidebu 

qiaoが描写句である。このこ者が「逓繋」して，「来」 laiは「我」 w6の述語であ

り，「不巧Jbu qiaoはまた「我来」 w6laiの述語であるという。主力の例文は，

ほとんど《紅楼夢》からとられているが，逓繋式について次のような例文が挙げ

られている。

⑩小的天天都来的早， Xi丞odetiantian dou laide zao. （私は毎日早くやっ

て参ります）

⑮買政述嫌打的軽。 Jiazhengh<ii xian dade qing. （賀政はまだ打ちかたが

軽いといっております）

ただし，これらはいずれも《教科書》でいう「程度補語」に相当する。しかし．

上掲例文④，⑮，⑮のように，「得」 de（「的」と書いても同義）のあとに「動賓構

造」や句子一一文形式一ーなど複雑なものがつづくものについては，王力はそれを

「逓繋式」と区別して，「結果式の緊縮」と呼んでいる。例えばつぎのような文は

「結果式の緊縮」である。

⑨l説的林黛玉H業喧的一声笑了。 ShuodeLin daiyu po.chi de yisheng xiao 

le. （林黛玉がそれを聞いてクスッと笑った）

しかしながら例文⑮と⑮のような文型は《教科書》では区別しない。懇錦照も

両者を同じ分類に入れている。⑮は⑮の複雑な形に過ぎないのに，なぜこのように
(4) 

二つの形式に分けるのであろうか。これについて，王力は，《中国語法理論》の中

でつぎのように説明している。

1. 両方とも「得」 deを用いるが，「逓繋式」の「得」 deのあとには「描写語」

（形容詞）がつづくけれども，「緊縮式」の「得Jdeのあとにつづくのは「叙述語」

（動詞）である。

2. 「逓繋式」の「次繋」（「得」 deのあとの部分）は「初繋」（「得」 deの前の

部分）の述語を主語とし，「次繋」自体の主語はないが，「緊縮式」の場合には「次

繋Jがそれ自身の主語をもつことができる。

3. 「逓繋式」では「得」のあとの描写句が文全体の主要部分であり，「緊縮式」

では「得」のあとの叙述句が従属部分というべきであり，少なくとも主要部分とは

いえない。
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王力はこの理由について，近代印欧諸語の文法概念を踏襲したものであると説明

しているが， これは必ずしも中国語の実情にあうとは思われない。このことはつぎ

の例で理解されよう。

＠他憐故事併得大家都忘了睡覚了。 Ta jiang gushi ji初 gde dajia dδu 

wangle shuijiao le. （彼がした話はみんながねむるのを忘れてしまうほど

のものだった）

この文では「他沸故事」 taji溢nggushiが「大家都忘了睡覚」 dajiadou wangle 

shuijfao の原因だといえる。 したがって，「得」のあとの叙述句が主要部分だとい

えないことはない。

ところで，主力は《教科書》でいう「結果補語Jについては，その一部（「～到j

daoなど）を「結果式」に，一部を「使成式Jに分類している。が，いずれも詳論

を欠いている。

§5・ 呂叔湘と朱徳照共著の《語法修辞講話3では，「胞得快」凶odekuai （走

るのがはやい）の中の「快Jkuai を，動詞の後につける「附加語」に分類してい

る。その分類によれば，動詞の「附加語Jは，動詞の前におくもの（例えば「快胞J

一一速く走る） と動詞のあとにおくものとがあり，上に述べたところはいうまでも

なく後者の例である。だが，動詞のあとにおく「附加語」はさらにつぎのように分

類される。

1. 「得」 deによって結合されるもの，例えば

⑮走得慢 zoude man （歩くのが遅い）一一附加語に形容調が用いられてい

る。

⑮笑得説不出話来 xiao de shuobuchfi hua lai （ことばがでないほど笑っ

た）一一附加語が動詞或は動賓句に相当する。

⑮岡得犬家不能睡覚 naode dajia bu neng shuijiao （みんなが眠れない

ほど騒いだ）一一附加語が文形式である。

B.「得Jdeに上らずに結合きれるもの，例えば

＠坐在家里 zuozai jiali （家の中に坐ってる）

⑫走向和平 zるuxiang heping （和平に向って歩む）

Aは《教科書》の「程度補語」であり， Bは「結果補語」ないし「方向補語」

の範時とほぼ一致する。
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(6) 

§6. 凌泳の《語法知識提要》では「補足語」という用語が使われているが，こ

の「補足語」は繋錦照の「補足語」とは全く同じではない。凌泳によれば，「補足語」

は「名調の補足語」（A), 「動詞の補足語」（B), 「形容調の補足語」（C）のごと

く分けられている。例えば

⑮小王是十倶好的同志，彼年軽，彼熱情，也彼勇敢。 Xi話owangshi ge 

hen haode t6ngzhi, h加 nianqing,hen rらqfng,y差出nyongg如．） （王

君は大変すばらしい同志で，若くて，親切で，その上勇敢である）

では，「彼年経，彼熱情，也恨勇敢Jhen nianqing, hen rらqing,y邑henyongg加

は主語「小王」 Xi益owangの「補足語」（A）である。

これに対して，凌泳は

＠我｛「］把地板洗干浄。 Wるmen凶 dtb泊 xiganjing （私たちは床をきれい

に掃除する）

⑮他大叫一声，便倒在地上。 Ta d討iaoyisheng, bian d益ozai dishang. 

（彼は大声をあげて地面に倒れた）

⑮全体大笑，笑得大家吐子痛。 Quanti daxfao, xiao de dajia duzi tong. 

（みんながおなかが痛くなるほど笑った）

を（B）の例としてあげられている。

また（C）の例として凌泳は次の例文をあげている。

⑫抽酔得走不劫路， Tapang de zoubudong lu. （彼女は歩けないほど太っ

ている）

(B）と（C）はほぼ《教科書》の「補語」に一致するように思われる。

(7) 

§7. 1953年11月に出版された張志公の《漢語語法常識》でも「補足語」は Aー

「名詞と指示代名詞の補足語J, B－「動調の補足語」と， Cー「形容詞の補足語j に

分けられている。 Aは主に同位語や名詞代名詞の注釈的な成分，例えば

⑧透妊有小村子，不小的ー十村子…… Yu泊 chuyou ge cunzi, bu xi溢ode 

yige ciinzi. ...・－（遠いところには村が一つある，小さくない村が……）

の中の「不小的ー↑村子」 buxi通ode yige ciinziのごときを指す。

張志公は「修飾語」と「補足語」の定義についてこう述べている。 「ある語の前

においてその語を修飾する語句は『修飾語』といい，ある語のあとにおいてその語

を補う語句は『補足語』（或は『補語』と略称す）という」，すなわち， 修飾成分の

F
同
V

0
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位置一一中心語の前か後かーーによって，「修飾語」と「補足語」に分けられるのが

張志公の分類であるが，さらに動調の補足語については

( 1) 動作の結果 ( 2) 動作の方向

( 3) 動作の目的

( 5) 動作の情状

(4) 動作の程度

が分類されている。 (1), (2）はおおむね《教科書》の「結果補語」， 「方向補

語」と一致するが，（ 3）の「動作の目的」のところで例としてあげられている

＠清綜給我倒杯茶喝。 Q1ngni gるiwるdaobei cha he. （どうかお茶を一

杯ついでください）

のごとき文型については，《教科書》は「連動式」と呼ぶ。

また，（4）の「動作の程度」はいわゆる「程度補語」ではなく，

⑩我技老四一越，解蒋ー下？ Wo zh通oLaosi yitang, jieshi yixia? （一

度私が老四をたずねて説明しましょうか）

の中の「一越」， yitang「ー下Jyixfaのような動量を表す「補語」をいう。そして

《教科書》でいう「程度補語」つまり「得」 deによって結合される「動補構造」

は，本書では（ 5）の「動作の情状」に分類されているのである。

§ 8. 1952年7月から1953年11月まで，月刊紙《中国語文》に《語法講話》が

連載されたが，これはその後単行本にまとめられ， 1961年12月に丁声樹，呂叔湘等
(8) 

著《現代漢語語法講話》となって出版された。本書（以下《講話》と略称する）

は，その序文にもあるように，もとの《語法講話》に若干の修正を加えて成った

ものである。《語法講話》の「動補構造」は《講話》では「補充構造」となり，

「動調補語」と「形容詞補語」の両方を含むことにしたのが注目される。 本書はい

ちおう張志公と同様に，中心語の前にある修飾成分を「修飾語」と定義し，中心語

のあとにある修飾成分を「補語」と定義しているが，上掲の《語法知識提要》や

《漢語語法常識》と異なり， 名詞の「補語」を認めないので， 名詞のあとに修飾

成分がきても，「補語」と呼ばず，「修飾語」と呼ぶのである。例えば，「同位語Jに

ついては，張志公は名詞及び指示代名詞の「補語」だとしているが，本書では「修

飾語」に分類される。

また，動調， 形容詞の「補語」の分類についてみると，先ず「得」 deによる接

続の有無によって補語は大きく二つに分けられ，そののち，意味によってさらに細
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かい分類がなされている。そのより詳細な分類はつぎの如くである。

A.「得」 deによらずに結合される補語

＠不大一会，人到芥了。 Buda yihuir, r白 daoqile. （まもなく人々がやっ

てきて，全員がろった）ーー今結果補語

＠不要吃快了，吃快了容易得病。 Bu yao chikuai le, chikuai le r6ngyi 

de bing. （急いで食べるな，急いで食べると病気になりやすい）ー→程度補語

＠抽掌出明匙来。 Tanacho. yaoshi lai. （彼女はカギを取り出した）一一→方

向補語

＠旦克思生在1818年，死在1883年。 M剖cesishengzai yibayiba nian, sizai 

yibabasan nian. （マルクスは1818年に生まれ， 1883年に死んだ）一一＋動賓構

造が補語となる

B. 「得」によって結合される補語

⑮只有商↑耳呆涼得通紅，紅得象要落下来的果子。 Zhiyるuli加 ggeるrduo

dongde tδngh6ng, h6ngde xiang yao luoxialaide guozi. （両方の耳だけ

が寒さでまっ赤になり，熱して落ちようとしている果物のようだ）

＠のような文は本書では「程度補語」と呼ばれるが，《教科書》の理論によれば，

＠は当然、「結果補語」に分類されなければならない。
(9) 

一方， 1962年4月に出版された《現代漢語》では，「補語Jは先ず

く1＞結果補語く 2＞方向補語く 3＞可能補語

などに分類され，く 1＞の結果補語はさらに次のように分類される。

A. 「得」 deによって結合されるもの，例えば

⑮説得対 shuδdedm （いうことが正しい）

＠熱得出汗了 rらdechuhan le （暑くて汗がでナこ）

B. 「得」によらずに結合されるもの，例えば

打破 d溢po＜打ち破る） 寄靖 xiecuo（書き違える）

§9. 以上は中国で刊行された主な文法書における「補語」の扱い方を簡単に通覧

したものである。文法体系の違いにより，定義，分類も異なり，少なくとも「補語」

については「名同実異」の結果がもたらされている。これは中国語の「補語」の構

造の複雑さとも関係があるといえようが，機能的な分類は漸次と綿密になってきた

ということができるのではないかと思う。

。。
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例えば上述のように《新著国語文法》では，「補語」と「修飾語」はまだ未分化

であったが，張志公の《漢語語法常識》にいたると，「中心語の前にある修飾成分

は修飾語で，中心語のあとにある修飾成分は補語である」という見解が確立されて

いる。また，よりふるい文法書の分類では名詞も「補語」をとることができたので

あるが，《講話》になって，「補語」がとれるのは動詞と形容詞に限られている。

また，その分類基準をみると，形式一一「得」による接続の有無ーーによるもの，

意味一一結果，方向などーーによるものと，その両方によるものがあり，文法体系

の記述としては明確さを欠いている。しかも，例えば「程度補語」は「結果」を表

す場合もある（上掲《教科書》における「程度補語」の定義）し，「方向補語」も

派生的な意味として「結果」を表す場合がある。さらに，「可能補語」とは実は「結

果補語」，「方向補語」などの可能・不可能形であるにすぎない。したがって，「可能

補語」を「補語」の一類とすると，かえって混乱をまねくことになるのである。
(10) 

1973年 3月上海復E大学語言研究室から《漢語提帯複合謂語的探討》（以下《探

討》と略称する）が出版された。本書では，上述の文法諸家とは全く異なった角度

から中国語の「補語」について分析を行っており，注目すべきいくつかの試みがな

されている。次にこの《探討》について述べてみたいと思う。

§ 10. 《採討》では先ず現代中国語の述語を

く 1> 中京市調語 例えば「我写｛f1Jwo xi益 Xlil.「他勇敢」 tayongg通n.

く2> 海合謂語

に分類し，典型的な「複合謂語」として次の四種類を分ける。

1.並列複合謂語 「吟涛作画」 yishizuohua（詩を吟じ，絵をかく）

2. JI国逓複合謂語 「上街突布Jshangjie凶 ibu＜街へいって，布を買う）

3.接合複合謂語 「化整方零J huazheng weliling （集中したものを分散させ

る）

4.提帯複合謂語 「打敗故人」必baidiren（敵をうちゃぶる）

「提帯複合謂語」についての解説によれば，「『打」必と『敗Jbaiというこつの

動詞が互いに『提帯」しあい，帰結の関係をなし，『打」必の結果あるいは前途は

「故人」 direnの失敗であることを表す」という。 とすればここにおける「提帯複

合謂語」は《教科書》の「結果補語」，「方向補語」，「可能補語」の「動補構造」

の総称である，ということができる。 その構造について， 《探討》はこう述べて

( 39 ) 円
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いる。

「このような「提帯複合調語』は二つの成分からなり，一つは『提挙成分』で，こ

れは話者が述べようとする動作あるいは情況であり，「坐起』 zuoqf，「臥倒』 wOd溢0

の『坐.11zuoと「臥』 WOの類はそれである。 もう一つは『随帯成分』で，話者の

述べようとする発展変化の情況であり， r坐起」 zuoqf，「臥倒』 wOd丞oの「起』と

『倒』の類はそれである」。

すなわち，本書ではいわゆる「動補構造」を述語の複雑な形と見倣し，「補語」を

動詞の「随帯成分」と呼ぶ。この「随帯成分」は「結果J，「方向」などを表わす語

で構成され，色々な意味を表すが，機能的に同じものとして扱っている。これは実

に合理的な分類である・と言わねばならない。かつまた少なくとも次の二点において

優れていると思われる。

く1> 従来の「結果補語」， 「方向補語」……という分類法では， 派生的な意味

で使われる「補語」について分析するときに若干の困難が生ずる。例えば

⑮逮些稿子侭明天一定得写出来。 zhexie gゑozini mingtian yiding dるi

xiる chulai. （あなたはこれらの原稿をあす必ず書きあげなければならない）

では，《教科書》の分類によれば，ここの「出来」は「方向補語」の派生的な使い

方であるというが，意味から分類すれば当然「結果補語」に入れなければならないe

とにかくいずれに分類しでも疑問が残るのであろう。《探討》ではすべて「随帯成

分」とし，「方向」や「結果Jなどは，これら「随帯成分」の用途の一つである，と

している。「随帯成分」の意味は文脈によって色々と変わるが，《探討》では，一，

移転二，経歴三，帰結四，趨向の四つの用途にこれを分ける。むろんそれら

の用途の聞に越えられない境界はない。一つの「随帯成分」が色々な「提挙成分」

と結合して，様々な異なる意味になりうるのであり，それを前掲の「結果補語」，

「方向補語」などの概念で規定することには，やはり無理があるように思われるの

である。

く2> 《探討》の分類のもう一つの長所は，いわゆる「可能補語」についての

説明が明確になった，ということであろう。「結果補語」，「方向補語」，「可能補語」

……という分類の仕方では， 「可能補語」が他の補語とは別個の文法成分であるか

のように誤解されやすいが， 実は前にも述べたように， 「可能補語」は可能・不可

能を表すものではあるが， もともと「結果補語」と「方向補語」の可能・不可能形

である。したがって「可能補語」は「結果補語」と「方向補語」の存在を前提とし
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ている。《探討》では，これを「提帯複合謂語」の二種類の肯定と否定のーっとし

てこれを取上げているが，それはつぎの通りである。

A.「提帯」構造全体の肯定と否定

⑩他美好大「7，摸遊自己的屋子里。 Ta guanh通o dam en mδjin zijide 

wuzili. （彼はちゃんと玄関の戸を閉め，手探りで自分の部屋に入っていった）

一一肯定はそのままである。

＠今天保「不」説清楚，日白川没完／ Jintian ni“bu”shuδqingchu, zan-

men mei wan. （今日はっきりと説明をしてくれなければいつまで、たっても

終らないぞ）一一否定は「提挙成分」の前に「不」をおく。

このような否定は，動作又は状態とその発展変化の情況がし、ずれも出現しないこ

とを示す。

B.随帯成分の肯定と否定

＠（余人）ー芥併力掘那石色，半日方オ掘「得」起。（Zhongren)yiqi bingli 

jue na shigui, b主nrifangcai jue“de”qi. （くみんなが＞一斉に力を合

わせてその石亀を掘り，長い時聞かかってやっと掘り起こせた）一一肯定は随

帯成分の前に「得」をおく。

＠迭些名目，未庄人都滋「不」明白…・・・ Zhexie mingmu, Wをizhuangr臼 dδu

shuo“bu”mingbai. （これらの職名の名前は，未荘の人たちにはきいても判らな

いものである…・・・）一一否定は随帯成分の前に「不」をおく。

このような否定は， 「随帯成分」の表す発展変化の情況が実現できないことを示

す。

いうまでもなく， Bは「可能補語」に相当する。このように扱う方が誤解がなく，

合理的であることは明白である。

以上は《探討》の分類の優れた点について述べたのであるが，しかし，本書は

まったく問題がないわけではなし、。疑問に思われるところを三点にしぼって述べて

みたい。

<1> 現在一般に「賓語」と呼んでいる文法成分をなぜ「補語」と呼んでいる

のか。例えば

( 41 ) 

＠我真懐，真的，祥林捜拾起「抽没有神来的眼晴」来，接着説。 Wる zhen

sh溢， zhende,Xianglin泊otaiqi“ta meiyou shenc益ide y泊 jing”lai,

jiezhe shuo. （私はほんとうにパカでした。ほんとに，祥林捜は彼女のその
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元気のない目をあげて，つづけて言った）

の「地没有神来的眼晴」 tamei you shenc益ide y通njingは現在中国の文法書で

は一般に「賓語」として扱うが，本書では「補語」であるという。さらに「補語」

という用語について， 本書の注ではこう説明している。 「補語は述語の補足成分で

ある。例えば『我渓布』 Wodu shii.『惚是学生』 NIshi xuesheng.『他能文能武』

Ta neng wen neng WU.という三つの文の中の『有』，『学生』，『文』，『武』はす

べて補語である。」（p.27) 

上に述べた中国語文法の諸家の聞においては「名同実異」の用語が多いというこ

とは前に述べた。しかし，諸家の「賓語」の指す内容はほぼ一致するようである。

《探討》はどのような文法体系にもとづいて「賓語」を「補語Jに含むのか不明で

ある。

<2> 本書では多くの例文を《儒林外史》や《水論伝》などの白話小説か

らとっているが，これらの小説の語法は現代中国語語法と異なる所も少なくない。

例えばその p.27につぎのような例文があげられている。

＠王員外賞了披喜人酒飯，謝「思」辻，整理行装，出江西到任。 Wangyu・

anwai sh加 glebaoxiren ji凸fan,xiら“en”guo,zhenli xlngzhuang, chu 

Jiangxi daoren. （王員外が報喜人に酒と食事を与え，思を謝し，旅支度を

して，江西へ赴任に行った）

ここでは目的語が「提挙成分」と「随帯成分」の聞に入る例として挙げられている

が，現代語では「謝恩迂」は当然「謝迂恩」というべきであろう。本書は現代中国

語と白話小説の中国語とを同一基準で論じ，同じレベルで、分類している。ここに些

か問題があるように思われる。

く3> 本書は「随帯成分」である「迂J，「了」，「着」についてこう述べている。

「これらの語を特殊なものだと見倣す人がいるが， 我々の調査研究の結果では，そ

れらとほかの r随帯成分』の動調との聞にこれといった特に異なるようなところを

みいだすことができなかったし，またこれら三者の聞にもこれといった特に同じで

あるというようなところをも見いだすことができなかった。『迂」，『了」，『着』を

特殊だと見なし，特殊な傾向があるというのは，我々の考えでは，事実の裏づけの

ないものである。」（p.35) 

「迂」，「了」，「着」は従来の文法書では Aspectを表す「時態助詞」として，特
(11) 

別な扱いをしてきた。例えば， 孫、徳、宜は《助詞和嘆詞》（1957）において「迂」，
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「了J，「着」，「来着」の四つを「時態助詞」としている。もちろんこの場合の発音は

「辻」 guo「了」 le「着Jzheである。《探討》で出した結論は，「了」，「着」がど

の発音である場合について述べたものなのか不明であるが，「了」 leと「了」 Ii益o,

「着Jzheと「着Jzhaoはそれぞれ同じ文字で表す二つの語である。呂叔湘は《語

法修辞講話》の中で，「着」（zhe）と「了」 (le）を一類とし，「着」（zMo）と「了」

(I泊o）を別の一類に入れている。 (p. 29）《探討》は事実上別個の語であるもの

が，たまたま同ーの文字であるために，ひとつの文法成分として論じられている。

例えば本書の例文についていうと

＠母来和宏JL都睡「着」了。（魯迅：《故多》（M凸qinhe H6nger dδu shui 

“zMo”le. （母と宏児は眠ってしまった） (p. 24) 

＠他穿「着」着白掛子，黒枠子，尖上戴「着」大櫓草帽子，手里掌「着」長

把鞭子，“勝明”ー，屯，妊「着」大牢宣奔天「］。（浩然：《金光大道》 32頁）

Ta chuan“zhe”Miguazi, heikuzi, t6ushang dai‘＇zhe”da yan cao・

maozi, sh如 Iina“zhe”changb孟bianzi，“pipa”yishu益i,g加“zhe”

dache zhi ben Tianm白1. （彼は白いシャツを着，黒いズボンをはいて，頭

にひさしの広い麦藁l帽子をかぶり， 手に柄の長いむちをもって， 「ヒュー」

とそれをふりまわして，まっすぐ天門へ車を走らせた） (p. 24) 

では，＠の「着」は zhaoであり，＠の「着」はすべて z.heである。 zhcioとzhe

は本来その用法が同じではなく，例えば zhcioの変化には

睡着 shuizhao没有睡着 meiyou shuizhcio不睡着 bUshuizhcio睡得着 shuide

shcio睡不着 shuibuzhaoがあるが， zheの変化には

穿着 chuanzhe（否定は「没有穿」）

しかなく，穿不着（chuanbuzhe）などのような用法はない。

同様に本書の例文

@n自窓能好「了」庖癌忘「了」痛？ Zan zるn neng h益o“le”chuangba

wang“le”tong? c革命現代京劇《竜江領》第八場閉上風雲）（われわれ

は「のどもと過ぎれば熱き忘れる」という様なことをけっしてしではならな

の「了」も leであり，「好不了（le）」「好得了 (le）」はいえないのである。以上述

べたように本書の「迂J，「了」，「着」の扱い方にはやはり問題があるのではないか

と思われる。

( 43 ) Q
U
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(12) 

§ 11. 「把」字句になるための条件として自叔湘は《把字用法的研究》の中で「動

詞自身の意味，賓語の性質，文全体の構造の三つの面から考察しなければならない」

と述べている。小稿では，「補語」について考察しているので，「動補構造」の面か

ら「把」字句を考えてみたい。

王力は主に動詞の意味の面から「把」字句を考察した。《中国語法理論》（前掲）

の中で王力は「把」字句の形を「処置式」と呼び，次の五つの場合は「把」を用い

ることができないと述べている。

( 1) 叙述語（述語動調をいう一一筆者）が一種の精神行為（mentalact）を表

わしている場合，例えば「我愛他」を「我把他愛」 Wる 凶 taai.と言い換えること

ができない。

( 2) 叙述語の表しているのが一種の感受現象（receptivephenomenon）であ

る場合。例えば，「我看児他」 Wokanjian ta.を「我把他看見」 Wる凶 takanjian. 

と言い換えることができない。

( 3) 叙述語の表す行為が目的語の表す事物の状況を変更させることができない

場合。例えば，「我上楼」 Wるshang16u.を「我把楼上」 Wo凶 loush加g.と言

い換えることができない。

(4) 叙述語の表す行為が一種の意外な遭遇で、ある場合。例えば， 「我拾了一挟

手柏」 Woshile yikuai ぬるupa.を「我把ー挟手柏拾了」 Wる凶 ylkuaishoupa 

shi le.了と言い換えることができない。

( 5) 叙述語が「有」「在」などである場合。例えば「我有銭JWるyouqian.を

「我把銭有」 Wる凶 qianyou.と言い換えることができないし，「他在家」 Tazaijia. 

を「他把家在」 Ta凶 jiazai.と言い換えることができない。

呂叔湘は王力の挙げた五種の中の（1) (3) (4）は成立できないとし，次のような

例文を挙げて反論した。

(1) に対しては

＠逮仏ー来，他可要把侭恨透了。 Zhらmeyilai, ta ke yao 凶 nihen tau 

le. （こうなると，彼はあなたを徹底的に憎むだろう）

＠肪来肪去，且算把迭一天防到了。 (Pan lai pan qu, zong suan b孟zhら

yitian pandao le. （待ちに待って，やっとその日がやってきた）

＠的：把逮句話再想想看。 Nib益zhをjuhua zai xi泊 gxi泊 gkan. （あなた

はこのことばをもっと考えてごらんなさし、）
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( 3) に対しては

＠把三百扱台附一口笥走完。 Basanb溢iji taijie ylkouqi zるuw五n.（三百段

ある階段を一気に登りきる）

＠拍：把逮十留着自己用昭。 Nib副 zhegeliuzhe ziji yong ba. （あなたはこ

れをとっておいて自分で使いなさい）

(4) に対しては

＠把日子誤了。 B溢 rlziwu le. （ひにちを間違えた）

＠把机会錯辻。 B溢jihuicuoguo. （機会を見のがす）

＠把姑娘的京西去了。 B通giiniangdedδngxi diiile. （お嬢きまのものをな

くした）

＠先把太太得罪了。 Xian凶 taitaidezm le. （すでに奥様の怨みをかった）

(4）は目的語の「有定」，「無定」と関係があるのでここでは除外して考えるが，

(1) (2）に対して日叔湘が挙げた例文についてみてみたい。

呂叔湘が「精神行為でも『把」字句を用いることがある」として⑮＠＠を挙げ

たが，これでは王力の説をくつがえすことができないように思われる。なぜなら，

王力は「我把他愛」 Wo凶 taai.が成立しないのは「愛」は精神行為を表すから

だと説明している。一方自叔湘が挙けγこ例文の述語動詞a「恨透」 b「胎到」 c「想

想看」は精神行為を表す動詞に何らかの意味が附加された形で，すでに純然たる精

神行為の動調とはいえないのである。 a, bは動補構造であり，精神行為のみなら

ず，その行為によってもたらされた結果一一透，到一ーまで表現しており，これが

「把」字句を立さ成せたのである。呂叔湘がこの補語の役割を無視して＠＠＠を

挙げて王力の（ 1)を反論したが，これは的はずれと言わねばならない。なぜなら，

王力は (1）の中で，成立しないと述べたのは「我把他愛」 Wる凶 taai. （「愛」

は単純動調）であり，「我把他愛上了」 Wる凶 taaishang le. （「愛上了」は動補

構造）のような文が成立しないとは言っていないのである。

と同様に，呂叔湘の（3）に対する反論も誤まりである。王力は「我把楼上」で

「上」という単純動詞を用いたのに対して，日は＠では「走完」を，＠では「留着」

をと，動調の複雑な形を用いている。これで王力の（3）を反論しようとしている

が，王力の（ 3）では動詞を複雑にした場合のことにはふれていないのである。動

詞が複雑になれば当然「把」字句が成立する可能性がでてくる。胡附，文錬は，「我

把楼上」がいえないのは「この単音節動詞に補語や附加語がつけ加えにくい」から

( 45 ) 一76-



(14) 

であるとしている。（もちろん動詞が複雑化すれば，「把」字句がすべて成立すると

いう訳ではない。例えば「繰到，遇到，得到，寓子千，接近，成方，賛成，上「楼」，
(15) 

下「山」などを述語動詞にもつ場合は「把」字句が成立しない）

上に目叔湘を引用しつつ述べた様に「把」字句が成立するか否かは述語動詞の条

件のみでなく，賓語の性質，文全体の構造も条件の一つになる，しかし，この三つ

の条件のもとでは述語動詞がもっとも重要な役割をしている。例えば賓語の性質か

ら「把」字句が成立しないものでも，述語動詞が補語をとるなどして複雑化すれば，

ほとんどが成立可能になる。

§ 12. 以上は中国語の「補語」について，その扱われ方，「把」字句との関係などを述

べ，日噴抱いているいくつかの疑問点を私なりに分析してみたが，中国語の「補語」

に関しではなお未解決の問題が多い。ただし， 《探討》の分析法によって《教科

書》でいう「結果補語」，「方向補語」などは若干整理できそうであるので，それが

今後これらの「補語」に関する考え方の主流をなすものと思われる。

また，《教科書》でいう「程度補語」については，《探討》では全く触れてい

ないが，筆者はそれは前掲の「結果」，「方向」などの「補語」と性質が異なり，「述

語の複雑の形」とすることができないので， 目下のところ，これを別個に扱うのが

適当ではなし、かと考えている。

注
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